
 
建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 許 可 運 用 指 針  

 

制 定  1 4 都 市 建 企 第 2 9 4 号 

平 成 1 4 年 11 月 2 2 日 

改 正  3 0 都 市 建 企 第 6 1 8 号 

平 成 3 0 年 ９ 月 1 9 日 

 

第 １  目 的  

  建 築 物 の 敷 地 は 、建 築 基 準 法（ 昭 和 25 年 法 律 第 201 号 。以 下「 法 」と い う 。）

第 42 条 に 基 づ く 道 路 に ２ ｍ 以 上 接 し な け れ ば な ら な い こ と と さ れ て い る 。  

本 運 用 指 針 は こ れ を 満 た さ な い 場 合 に 、 特 定 行 政 庁 が 建 築 審 査 会 の 同 意 を 得

て 、法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 許 可（ 以 下「 許 可 」と い う 。）を適 用 す る に 当 た り 、

的 確 か つ 効 率 的 な 運 用 を 図 る こ と を 目 的 と し て 定 め る 。  

 

第 ２  用 語 の 定 義  

本 運 用 指 針 で 用 い る 用 語 の 定 義 は 以 下 の と お り と す る 。  

１  道     法 第 42 条 各 項 各 号 に 該 当 し な い 道 ・ 通 路 等 を い う 。  

２  道 路 状   「 縁 石 」 等 で 道 の 部 分 を 明 確 化 し 、「 ア ス フ ァ ル ト 簡 易 舗

装 」 又 は 「 砂 利 敷 」 等 で ぬ か る み と な ら な い よ う に し た 道

の 状 態 を い う 。  

３  基 準    「 建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 関 す る 一 括 審 査 に よ

る 許 可 同 意 基 準（ 平 成 30 年 ９ 月 ３ 日 改 正  東 京 都 建 築 審 査

会 ）」 の 第 ２ に 掲 げ る 基 準 を い う 。  

 

第 ３  適 用 要 件  

許 可 は 、 原 則 と し て 次 の 要 件 を 満 た す も の に 適 用 す る 。  

１  申 請 者 が 敷 地 に 所 有 権 、 地 上 権 若 し く は 借 地 権 等 を 有 し 、 又 は 、 こ れ

ら を 取 得 予 定 で あ る こ と 。  

２  敷 地 分 割 を す る 場 合 は 、 次 の と お り と す る こ と 。  

 イ  分 割 前 の 敷 地 面 積 は 、 分 割 後 に 道 と な る 部 分 を 除 い た 面 積 が 、 500

㎡ 未 満 で あ る こ と 。  

ロ  分 割 後 の 各 敷 地 面 積 は 、 100 ㎡ 以 上 で あ る こ と 。 た だ し 、 分 割 後 の

一 敷 地 に 建 築 可 能 な 容 積 率 の 算 定 の 基 礎 と な る 延 べ 面 積 が 90 ㎡ 以

上 と な る 敷 地 に つ い て は 、 分 割 後 の 敷 地 面 積 を 80 ㎡ 以 上 と す る こ

と が で き る 。  

ハ  敷 地 分 割 は 、 平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 在 の 敷 地 に 対 し て ４ 以 下 で あ る

こ と 。 た だ し 、 基 準 １ 又 は 基 準 ２ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は こ の

限 り で は な い 。  

ニ  平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 在 に お い て 建 築 物 の 敷 地 と し て 使 用 さ れ た こ

と の な い 土 地 に つ い て は 、 分 割 を 認 め な い 。 た だ し 、 基 準 １ 又 は基

準 ２ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

３  道 は 、平 成 11 年 ５ 月 １ 日 現 に 存 在 す る 道 で 、相 当 の 期 間 建 築 物 が 建 ち

並 び 、 一 般 の 交 通 の 用 に 供 さ れ て い る も の で あ る こ と 。 た だ し 、 基 準

１ 又 は 基 準 ２ の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

４  敷 地 が 道 路 に 接 す る 長 さ（ 以 下「 接 道 長 」と い う 。）が ２ ｍ に 満 た な い

場 合 、 1.8ｍ 以 上 の 接 道 長 が あ る こ と 。  

５  建 築 物 の 外 壁 面 か ら 隣 地 境 界 線 ま で の 距 離 を 50 ㎝ 以 上 確 保 す る こ と 。 

 

第 ４  許 可  



 
１  許 可 に 際 し て は 、 以 下 の 許 可 条 件 を 付 す る も の と す る 。  

イ  原 則 と し て 確 認 申 請 時 ま で に 、 申 請 者 の 権 原 の 及 ぶ 道 の 部 分 を 「 道

路 状 」 に 整 備 す る こ と 。  

口  原 則 と し て 確 認 申 請 時 ま で に 、 前 項 の 「 道 路 状 」 に 整 備 す る 部 分 を

「 公 衆 用 道 路 」 と し て 登 記 す る こ と 。  

ハ  そ の 他 、 敷 地 及 び 道 の 現 況 を 勘 案 し て 特 定 行 政 庁 が 特 に 必 要 と 認 め

る 事 項 。  

２  申 請 に 係 る 計 画 が 基 準 に 適 合 す る 場 合 は 、 特 定 行 政 庁 は 原 則 と し て 許

可 相 当 と し て 取 り 扱 う 。  

３  申 請 に 係 る 計 画 が 基 準 に 適 合 し な い 場 合 、 特 定 行 政 庁 は 交 通 上 、 安 全

上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上 の 支 障 の 有 無 に つ い て 個 別 に 判 断 す る も の と す

る 。  

 

第 ５  許 可 を 受 け た 後 の 変 更  

許 可 を 受 け た 後 に 計 画 の 変 更 が 生 じ た 場 合 は 、 変 更 後 の 計 画 に つ い て 改 め て  

許 可 を 受 け る も の と す る 。  

た だ し 、 次 の 場 合 で 申 請 者 が 事 前 に 特 定 行 政 庁 に 報 告 し 、 再 度 許 可 を 要 し な

い こ と が 確 認 さ れ た 場 合 は こ の 限 り で は な い 。  

１  建 築 主 の 変 更 等 、 建 築 計 画 に 変 更 が な い も の 。  

２  変 更 の 内 容 が 当 初 の 許 可 内 容 と 比 較 し て 、 建 築 物 と そ の 敷 地 及 び 道 等

と の 関 係 に お い て 交 通 上 、 安 全 上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上 支 障 が な い と 認

め ら れ る も の 。  

イ  内 装 ・ 外 壁 ・ 屋 根 等 の 材 質 の 変 更 又 は バ ル コ ニ ー ・ 出 窓 等 の 形 状 の

変 更  

口  許 可 の 範 囲 内 で 建 築 面 積 、 床 面 積 又 は 高 さ が 減 少 す る も の  

ハ  測 量 誤 差 に 伴 う 敷 地 面 積 の 増 減 、 配 置 の 変 更 そ の 他 軽 微 な 変 更  

 

第 ６  算 定 方 法 等  

１  法 第 28 条 、建 築 基 準 法 施 行 令（ 以 下「 令 」と い う 。）第 20 条 の 規 定 に

お い て 、 道 を 道 路 と み な す 。  

２  法 第 52 条 第 １ 項 及 び 第 ２ 項 の 規 定 の 適 用 に お い て は 、道 を 前 面 道 路 と

み な す 。  

３  許 可 し た 建 築 物 に 係 る 東 京 都 建 築 基 準 法 施 行 細 則 (昭 和 25 年 東 京 都 規

則 第 194 号 )第 21 条 の 規 定 は 、 道 を 道 路 と み な し て 適 用 す る 。  

４  法 第 56 条 第 １ 項 第 一 号 、第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 及 び 第 ７ 項 第 一 号 の 規

定 は 、 道 を 前 面 道 路 と み な し て 適 用 す る 。 た だ し 、 基 準 ３ 又 は 基 準 ４

に 該 当 す る 場 合 は 、 同 条 第 ２ 項 か ら 第 ４ 項 ま で 及 び 第 ７ 項 第 一 号 の 規

定 は 適 用 し な い 。  

５  法 第 58 条 の 規 定 は 、道 を 前 面 道 路 と み な し て 適 用 す る 。た だ し 、基 準

３ 又 は 基 準 ４ に 該 当 す る 場 合 は 、 道 を 水 面 等 と み な し て 適 用 す る 。  

６  敷 地 面 積 の 算 定 方 法 に つ い て は 、令 第 ２ 条 第 １ 項 と 同 様 の 扱 い と す る 。 

 

第 ７  提 出 書 類  

議 案 を 建 築 審 査 会 に 付 議 す る 際 に 提 出 す べ き 書 類 は 、 次 の と お り と す る 。  

１  「 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 関 す る 一 括 審 査 に よ る 許 可 同 意 基 準 」に 係

る 審 査 案 件 総 括 表 （ 様 式 １ ： 基 準 に 適 合 す る 場 合 の み 。）  

２  議 案 書 （ 様 式 ２ ： 基 準 に 適 合 し な い 場 合 は 様 式 ２ を 準 用 す る 。）  

３  案 内 図 及 び 配 置 図 （ 様 式 ３ ）  

４  設 計 図 書 及 び 写 真 （ 基 準 に 適 合 し な い 場 合 の み 。）  



 
 

第 ８  そ の 他  

本 運 用 指 針 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 な 事 項 は 別 に 定 め る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 運 用 指 針 は 、 平 成 14 年 11 月 26 日 か ら 適 用 す る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 運 用 指 針 は 、 平 成 19 年 ４ 月 24 日 か ら 適 用 す る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 運 用 指 針 は 、 平 成 24 年 ７ 月 23 日 か ら 適 用 す る 。  

 

（ 附 則 ）  

 １  本 運 用 指 針 は 、 平 成 30 年 ９ 月 25 日 か ら 適 用 す る  

 ２  第 ５ に つ い て 、 建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 （ 平 成 30 年 法 律 第 67

号 ） 施 行 前 の 法 第 43 条 第 １ 項 た だ し 書 の 許 可 は 、 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号

の 許 可 と み な す 。



 
「 建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 許 可 運 用 指 針 」第 ８ に 基 づ き 同 第 ４ 第 ３

項 に つ い て 別 に 定 め る 事 項  

 

制 定  1 4 都 市 建 企 第 2 9 4 号 

平 成 1 4 年 11 月 2 2 日 

改 正  3 0 都 市 建 企 第 6 1 8 号 

平 成 3 0 年 ９ 月 1 9 日 

 

申 請 に 係 る 計 画 が「 建 築 基 準 法 第 43 条 第 ２ 項 第 ２ 号 に 関 す る 一 括 審 査 に よ る

許 可 同 意 基 準 （ 平 成 30 年 ９ 月 ３ 日 改 正  東 京 都 建 築 審 査 会 ）」 に 適 合 し な い 場

合 、 申 請 者 は 、 次 の 事 項 を 検 討 し 、 交 通 上 、 安 全 上 、 防 火 上 及 び 衛 生 上 支 障 の

な い 計 画 と す る よ う 努 め る も の と す る 。  

 

１  交 通 機 能 の 確 保  

イ  道 が 行 き 止 ま り の 場 合 、 そ の 延 長 や 幅 員 に 応 じ て 、 回 転 広 場 又 は こ れ に

準 ず る も の を 確 保 す る 。  

口  計 画 敷 地 前 面 の 道 の 幅 員 が 拡 幅 後 に お い て も ４ ｍ 未 満 の 場 合 、 道 の 状 況

に 応 じ て 、 外 壁 の 後 退 等 に よ り 幅 ４ ｍ 以 上 の 空 間 を 確 保 す る 。  

 

２  避 難 経 路 の 確 保  

イ  道 が 行 き 止 ま り の 場 合 又 は 接 道 長 が ２ ｍ に 満 た な い 場 合 は 、 敷 地 か ら の

２ 方 向 避 難 を 確 保 す る 。  

 

３  空 地 の 確 保  

イ  建 築 物 の 外 壁 面（ バ ル コ ニ ー 、出 窓 等 を 含 む 。）か ら 隣 地 境 界 線 ま で の 距

離 を 50cm 以 上 確 保 す る 。  

 

４  防 火 性 能 の 向 上  

イ  建 築 基 準 法 第 22 条 区 域 内 に お け る 木 造 建 築 物 等 （ 法 第 23 条 に 規 定 す る

「 木 造 建 築 物 等 」を い う 。）は 、延 焼 の お そ れ の あ る 部 分 の 外 壁 や 軒 裏 を

防 火 構 造 と す る 。  

口  準 防 火 地 域 内 に お け る 地 階 を 除 く 階 数 が ２ 以 上 の 建 築 物 は 、 道 の 延 長 、

幅 員 や 周 辺 建 築 物 の 状 況 等 に 応 じ 、 準 耐 火 建 築 物 と す る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 事 項 は 、 平 成 14 年 11 月 26 日 か ら 適 用 す る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 事 項 は 、 平 成 24 年 ７ 月 23 日 か ら 適 用 す る 。  

 

（ 附 則 ）  

本 事 項 は 、 平 成 30 年 ９ 月 25 日 か ら 適 用 す る 。  

 


